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皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこと

とお慶び申し上げます。2017 年の年頭にあたり、国際病理ア

カデミー日本支部（JDIAP）を代表してご挨拶を申し上げま

す。以下に、JDIAP の活動報告などもかねて、小生の感想な

どを書かせていただきます。甚だ駄文ではございますが、ご

笑読いただければ幸いです。

＜病理学教育セミナーで学ぼう＞

現在の変革、進歩する医療現場で、我々が行う病理診断にはより高度な専門知識

や技術が要求されているといって良いでしょう。そのような背景の中で、病理医は

最新の知識や診断技法を学び、質が高く正確な病理診断を行う努力が必要とされま

す。つまり、病理診断医は修行しなければすぐに取り残されてしまうのです（ちょっ

と言い過ぎかな？）。IAP 日本支部の大きな使命は、病理診断医の育成・教育と診

断技術の向上にあります。その目的のために毎年秋に病理学教育セミナーを行って

います。この病理学教育セミナーは、毎年日本病理学会秋期特別総会の次の日に行っ

ていますが、昨年は開催場所が金沢市内ということで、金沢大学の原田憲一教授ほ

か病理学教室の皆様に全面的なバックアップをいただきました。大変すばらしい会

場を御用意頂き、日本のトップクラスの講師陣の講義に多くの病理医が熱心に受講

されました。講師陣の方々をはじめ会の運営を支えてくださったスタッフの皆様に

この場を借りて感謝する次第です。今年は 11 月 4 日（土）に東京で予定されてい

ますが、是非とも有意義で実りある講習会にするべく準備しております。皆様のご

参加をお待ち申し上げます。

＜国際的感覚を持った病理医になろう＞

国際病理アカデミー（IAP）は名前のごとく国際的な団体で、世界各国に 50 以

上の支部があります。もちろん、IAP 日本支部も国際交流にも力を入れております。

昨年は日本支部と台湾支部の合同スライドカンファレンスを名古屋のウィンク愛知

で 10 月 14 日、15 日に開催しました。このカンファレンスは愛知医大の都築豊徳

教授が会長としてお世話をして下さいましたが、日本、台湾の両国から多くの病理

医が参加し、和気藹々の雰囲気の中で病理診断の活発な討論が行われました。お世

話頂いた都築教授をはじめスタッフの方々に御礼申し上げます。なお、この時の懇

親会では、日本支部と台湾支部とは今年から毎年交互にシニア 1 名、ジュニア 2 名

の派遣制度を開始することが提案され、より一層交流が深まることとなりました。

今年は 12 月に韓国支部との合同カンファレンスが予定されています。是非とも参

年頭の挨拶
国際病理アカデミー日本支部会長　加藤良平
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加して韓国病理医との意見交換してみたいと思っております。

＜ IAP 国際学会、アジア太平洋会議（APIAP）の

誘致活動＞

IAP日本支部は創立後56周年を迎える伝統ある支部といっ

て良いでしょう。昨年、ドイツのケルン市で開催された IAP

国際会議では、2022 年の国際会議に立候補しました。IAP の

国際会議は 2 年ごとに 16 回（ケルン大会）開かれていますが、

これまで日本では 1966 年に京都、2000 年に名古屋で開催さ

れています。短期間ではありましたが、種々の誘致準備をし

て投票ミーティングに臨みましたが、残念ながら 2022 年は

オーストラリアに決定してしまいました。今後、2024 年の開

催に向けての誘致をさらに努力する所存です。一方、APIAP

は 2 年ごとに開催される国際会議で、今年はインドネシアの

バリ島で第 10 回大会（4 月 24-37 日）が予定されています。

驚いたことに、日本支部の長い歴史の中で APIAP は主催し

たことがありません。日本支部はアジアの代表的な支部です

ので、是非とも APIAP を開催したいと思っております。なお、

今回の誘致活動に関する内容は、松原　修先生が前回の

News Bulletin 201/no.4（http://www.iapjapan.org/en/

news/index.html）に詳細に書かれていますので、是非とも

ご覧いただければ幸いです。

＜新しい日本支部＞

昨年から役員が変わると同時に事務局体制も変化しました。

具体的には近年の多様な問題に迅速な対応するために、事務

局を福岡事務所と東京事務所に分離し対応することになりま

した。当初は、役割分担の問題などで不安がありましたが、

このダブル事務局体制は意外にうまく機能し、会員連絡の円

滑化、ホームページの充実などの成果をあげることができま

した。

最後になりましたが、IAP 日本支部の運営に惜しみない協

力をしていただいた役員各位、事務局の皆様に御礼申し上げ

たいと思います。また、会員の皆様のご健康、ご発展をお祈

り申し上げてご挨拶といたします。

この度、JDIAP のロゴマー

クが新たに作成されました。こ

れまで Bulletin 等で用いてきた

ものは IAP 本部のものを使用

しており、マークの周辺部には

INTERNATIONAL ACADEMY 

OF PATHOLOGY,  中央下に

は IAMM1906 と記載されていました。IAMM とは、IAP の

前身である International Association of Medical Museums

の頭文字から取られたものです。この度、学術奨励賞の副賞

にトロフィーを送呈することになり、吉野次期会長が中心と

なって準備が進められました。その際、左方にある世界地図

に日本列島が正しく描かれていないことが指摘され、久岡理

事により日本が中心に位置する新しいデザインが提案され、

昨秋の理事会で正式なロゴマークとして採用することが決定

されました。中央下の部分には JDIAP 1961 と書かれており、

色は昔ながらの navy blue です。News Bulletin でも本号か

らこのマークを使用しております。

教育委員長　長尾俊孝

日時：2016（平成 28）年 11 月 12 日（土）

場所：金沢大学宝町（附属病院・医学部）キャンパス

2016 年度の病理学教育セミナーは、第 62 回日本病理学会

秋期特別総会（会長：野島孝之先生・金沢医科大学臨床病理学）

に続き、11 月 12 日土曜日に金沢大学宝町（附属病院・医学部）

キャンパスにおいて、原田憲一会長（金沢大学医薬保健研究

域医学系人体病理学）のもと、“金沢で究める !　最新の病理

診断学”と題して開催されました。今回は、原田先生のご高

配により、多数の金沢大学病理学関連部門の方々に会場の運

営にあたっていただいたお陰で、会をスムーズに進めること

が出来ました。ご協力に感謝申し上げます。

今年から「教育シンポジウム」が「病理診断講習会」と改

変され、従来のシンポジウム形式が、1 時間の講演× 2 コマ

と 30 分のミニレクチャーとなりました。午前中の病理診断

講習会では、肝胆道系疾患の病理をテーマとし、原田先生が

モデレーターとなって、原田先生によるミニレクチャー、全

陽先生と相島慎一先生による講演が行われました。本邦を代

JDIAPのロゴマークが
新しくなりました

2016 年の病理学教育セミナー
開催される

金沢大学正門と病理学教育セミナーの看板
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表する第一線でご活躍中の先生方のお話を拝聴できるとあっ

て、347 名（会員 257 人、非会員 90 人）と多数の方に参加し

ていただき大盛況でした。会場となった金沢大学医学部十全

講堂は、今回の開催に十分な収容人数を誇る上、改装直後と

いうこともあり、大変設備も整っており、参加者の先生方に

もご満足いただけたことと拝察致します。さらに前回までは

当日受付でしたが、今回からは午後のスライドセミナーと同

様に Web での事前受付・入金としたことにより、煩雑な受

付作業を解消でき、また参加人数の把握が可能となり、ハン

ドアウトを過不足なく準備することができました。なお、今

回から病理診断講習会は、日本専門医機構認定専門医更新基

準における病理領域講習として 2 単位分取得できるようなり

ました。

午後のスライドセミナーでも 346 名もの方に受講していた

だき、受講コース数は延べで 626 コースと、盛況のうちに終

了致しました。病理診断講習会の演者ならびにスライドセミ

ナーの講師の先生方にはご協力いただきまして深く感謝申し

上げます。

今回から受講料を一般会員、ジュニア会員、シニア会員、

非会員別としました。諸般の事情から、料金の値上げをせざ

るを得なくなりましたが、会員であることのメリットをより

明確にしました。何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げ

ます。

IAP 日本支部病理診断講習会  （旧 教育シンポジウム）

　（午前の部）9：00-11：45

テーマ：肝胆道系疾患の新潮流

モデレーター：原田　憲一

演者：

1． 原田　憲一（金沢大学医薬保健研究域医学系人体病理学）

ミニレクチャー：肝胆道系疾患の多様性

2． 全　陽（神戸大学大学院医学部附属病院病理診断科）

講演：肝胆道炎症性疾患：診断の clues と pitfalls

3． 相島　慎一（佐賀大学医学部病因病態科学診断病理学分野）

講演：肝胆道腫瘍の鑑別診断と pitfalls

病理診断講習会の合間には病理診断学術奨励賞の授賞式が

行われました。今年度は、佐藤啓先生（愛知医科大学病院病

理部）、谷口恒平先生（広島市立広島市民病院病理診断科）、

冨田さくら先生（東海大学基盤診療学系病理診断学）の 3 名

の先生方が受賞されました。受賞対象論文はどれも大変レベ

ルが高く、受賞にふさわしい内容でした。受賞された先生方、

誠におめでとうございます。

　 第 56 回 総 会　 　（お昼）12：00-12：30

スライドセミナー 　（午後の部）

1時限目　13：00 ～ 15：00

*A-1 頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　 宏（金沢医科大学　臨床病理学）

B-1 胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋 亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）

C-1 新 WHO 分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断
市原 　周（国立病院機構名古屋医療センター　病理診断科）

D-1 臨床に役立つ泌尿器（腎・尿路）の病理
都築 豊徳（愛知医科大学医学部　病理診断部）

2 時限目　15：15 ～ 17：15

*A-2 小児腫瘍
田中 祐吉（神奈川県立こども医療センター　病理診断科）

B-2 免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤 智雄（神戸大学医学部附属病院　病理部　病理診断科）

C-2 悪性リンパ腫の病理
中村 直哉（東海大学医学部　基盤診療学系病理診断学）

D-2
肺癌の病理
野口 雅之（筑波大学医学医療系　診断病理学）
石川 雄一（公益財団法人がん研究会がん研究所　病理部）

＊印は新規コース。

会長・病理診断講習会モデレーターの原田憲一先生

左から全陽先生（病理診断講習会講師）、相島慎一先生（病理診断講習
会講師）、原田憲一先生
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今回をもちまして市原周先生（乳腺腫瘍の病理）、都築豊

徳先生（泌尿器の病理）、中村直哉先生（悪性リンパ腫の病理）、

野口雅之先生・石川雄一先生（肺癌の病理）のスライドセミ

ナーが終了となりました、3 年間どうもありがとうございま

した。一方で今回は新規のコースが 2 つ（湊宏先生、田中祐

吉先生）あり、さらに次回は 4 つの新規コースがスタートす

る予定です。皆様にとりまして、病理診断能力の向上に役立

ち、受講して良かったと思われるようなコースを企画したい

と思いますので、次回も奮ってご参加くださいますようお願

いいたします。

2017 年度の IAP 日本支部教育セミナーは、日本医科大学・

内藤善哉教授にお世話いただき、東京で開催する予定です。

具体的な開催場所は日本病理学会秋期特別総会と同様に日本

教育会館を想定しています。皆様にご参加いただきやすいよ

うに講義室の部屋の配置などを工夫してまいりますので、多

数の方々のご参加をお願い申し上げます。

11 月 10 日（木）から金沢市文化ホールでスタートした第

62 回日本病理学会秋期特別総会の初日、当学会の恒例の企画

となった International Poster Session が開催され、アジア諸

国（韓国、中国、ネパール、パキスタン、台湾、フィリピン、

シンガポール）から来日した若手病理医の7名（うち法医1名）

が、各々精力を傾けた研究内容のポスターを展示し、その概

要のプレゼンを行いました（発表者名については昨年のブレ

チン 4 号に記載）。いずれも魅力的な発表内容で、取り巻く

聴衆からの相次ぐ質問や白熱した討論でかなりの盛況ぶりで

した。その後会場隣の金沢ニューグランドホテルに場所を移

し、ワインパーティーを兼ねた国際発表表彰式が執り行われ、

各発表者に表彰状（certification）と記念品が授与されました。

各国の代表として来日し発表できたことが誇りであり、今後

の研究のよい励みになりますとの受賞者からのコメントでし

た。また、この機会に若手病理医間でにわかに国際交流が育

まれ、各自の受賞風景を互いのデジカメやスマホで撮影し合

う風景も微笑ましく印象的でした。

第 3回理事会
日　時：2016 年 11 月 10 日（木）12 時 10 分～ 13 時 10 分

場　所：ニューグランドホテル

出席者： 石川、小田、長村、加藤、都築、中谷、長尾、羽賀、

久岡、廣瀬、松原、森谷、吉野、野島（秋期病理学

会長）、原田（教育セミナー会長）、内藤、魚返（事

務局）、大谷（事務局）

欠席者：岩崎、岩下、清川、橋本

第 56 回総会
日　時：2016 年 11 月 12 日（土）12 時 00 分～ 12 時 30 分

場　所：金沢大学宝町キャンパス　十全講堂

出席者：124 名　欠席委任状：193 名

スライドセミナー．湊宏先生の講演

スライドセミナー．田中祐吉先生の講演

第62回日本病理学会秋期特別総会で
International Poster Sessionが開催される

表彰されたアジア諸国の若手病理医たち

第 3回理事会・第 56 回総会



5

報告事項
1．庶務報告　会員関係 ―新入会員および会費納入状況―

2．学会報告

 ・ 第 10 回 APSMI

（2015 年 11 月 20 -22 日，Yogyakarta, Indonesia）

 ・ 第 105 回 USCAP Annual Meeting

（2016 年 3 月 12 -18 日，Seattle, WA, USA）

 ・ 第 31 回 IAP Int’l Congress

（2016 年 9 月 25 -29 日，Cologne, Germany）

―IAP Int’l Congress 2022 年福岡誘致活動、

APIAP2021 年岡山誘致活動

 ・ 第 6 回日台合同スライドカンファレンス

（2016 年 10 月 14 -15 日，ウィンク愛知，名古屋）

 ・ 第 56 回 IAP 病理学教育セミナー

（2016 年 11 月 12 日，金沢大学，金沢）

3．今後の開催予定国際会議・学術集会

 ・ 第 11 回 APSMI 2016

（2016 年 12 月 9 -11 日，Taipei, Taiwan）

 ・ 第 106 回 USCAP Annual Meeting

（2017 年 3 月 4 -10 日，San Antonio, TX, USA）

 ・ 第 10 回 APIAP 2017

（2017 年 4 月 24 -27 日，Bali, Indonesia）

 ・ 第 57 回 IAP 病理学教育セミナー

（2017 年 11 月 4 日，日本教育会館，東京）

 ・ 第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

（2017 年 12 月 8 -9 日，神戸，兵庫）

4．2016 年 News Bulletin

5．2016 年病理診断学術奨励賞

6．その他

審議事項
1．次年度の理事・役員の改選の承認

2．会計報告および予算案

 ・2015 年収支決算報告

 ・会計監査報告

 ・2017 年収支予算案

決算報告・予算案審議ともに承認

3． IAP Int’l Congress 2024 年福岡開催に向けて誘致活動の

継続が承認

4． APIAP Int’l Congress 2021 年岡山開催に向けて誘致活動

の継続が承認

5．日台の新たな交流事業について協議中の内容を確認

6． 日・韓・台の 3 カ国合同 IAP 合同スライドカンファレン

スの計画について協議中の内容を確認

7． 日本病理学会国際ポスターセッション（IPS）手配の在り

方を再確認（第 3 回理事会）

8．  理事選挙における電子投票の管理法について確認（第 3

回理事会）

9． その他

愛知医科大学病院病理診断科

都築豊徳

2016 年 10 月 14 日（金）及び 15 日（土）にかけて、第 6

回日台合同スライドカンファレンスを主催させて頂きました。

14 日は excursion と welcome party が行われ、日本と台湾の

病理医同士の交流が行われました。旧知の間柄の先生方も少

なくなく、和気藹々とした会となりました。15 日はウインク

あいちにて、スライドカンファレンスとポスター発表が行わ

れました。スライドカンファレンスでは最近発表されたばか

りの新しい疾患単位の症例が、日本、台湾双方からそれぞれ

4 症例ずつ提示され、それを裏打ちする検索結果が示されま

した。それに対する解答も理路整然と示されました。いつも

ながら非常にレベルの高い討論であったと思います。ポス

ター発表は全 12 題提示され、それぞれが興味深くかつハイ

レベルの発表でした。今回始めた参加された先生からは、レ

ベルの高さに驚嘆されるとともに、次回も参加したいとの意

見を伺いました。台湾の先生方からは“次は台湾でお目にか

かりましょう”との言葉を多数頂き、本会が無事成功裏の内

に終わったと実感しております。引き続き、本会が日本と台

湾との病理医同士の友好関係の礎になることを期待するばか

りであります。

最後になりましたが、本会の開催に当たり協力を頂いた

IAP 日本支部及び愛知医科大学病院病理診断科スタッフ一同

に感謝致します。

東京事務局　松原　修

Case 1（T-1）

Submitter：李泓儒 Hung-Ru Li, MD, 林智鴻 Chih-Hung Lin, 

MD, 楊曉芳 Sheau-Fang Yang MD, Kaohsiung Medical 

University Hospital

Discussant：森谷鈴子 Suzuko Moritani, MD, Shiga 

University

Moderator：賴瓊如 Chiung-Ru Lai, MD, Taipei Veterans 

General Hospital

第 6回日台合同スライドカンファレンス

第 6回日台合同スライドカンファレンスを
開催して

Japan-Taiwan Conjoint Slide Conference 
（Part 1）
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Abstract：51 歳女性、子宮頸部円錐切除 1 日後に下腹部痛と

発熱を来たし、超音波検査で両側卵巣嚢胞性病変、骨盤内炎

症性疾患を疑われる。子宮頸部生検後、拡大子宮全摘。子宮

頸部には AIS が存在し、内膜表面を這うように進展、卵管上

皮置換性の進展あり。卵巣腫瘍は頸部腺癌由来で、逆行性進

展の可能性が示唆された。文責：森谷鈴子

Case 2（J-1）

Submitter：松原修 Osamu Matsubara, MD, Yukiko 

Sasahara, MD, Yasuto Jin, MD, Kazuki Yamanaka, MD, 

Hiratsuka Kyosai Hospital

Discussant：李宛珊 Wan-Shan Li, MD, E-Da Hospital

Moderator：中谷行雄 Yukio Nakatani, MD, Chiba University

Abstract：38 歳女性、検診の胸部 X 線異常陰影から B3 の枝

の気管支腫瘤。VATS にて右肺上葉切除。迅速診断で

massive necrosis。パラフィン標本で壊死の周辺に腫瘍細胞、

CD56, synaptophysin, CGA に陽性、TTF-1 陰性。診断は広

範な壊死を伴う Typical carcinoid。文責：松原　修

Case 3（T-2）

Submitter：陳可瑾 Ko-Chin Chen, MD, 陳志學 Paul Chih-

Hsueh Chen, MD, Hsuan-Ying Huang, MD, Changhua 

Christian Hospital

Discussant：長嶋洋治 Yoji Nagashima, MD, Tokyo Women’s 

Medical University Hospital

Moderator：黃玄贏 Hsuan-Ying Huang, MD, Kaohsiung 

Chang Gung Memorial Hospital

Abstract：55 歳女性、肺に結節が出現。20 年前に腎腫瘍の

ため腎摘、診断は“congenital mesoblastic nephroma”。標

本はその際の腎腫瘍。硝子化間質内に小型腫瘍細胞が集簇ま

たは散在して浸潤性増殖。MUC4 陽性。診断は sclerosing 

epithelioid sarcoma。文責：長嶋洋治

Case 4（J-2）

Submitter：岩崎健 Takeshi Iwasaki, MD, Hidetaka 

Yamamoto, MD, Yuichi Yamada, MD, Masnobu Sato, MD, 

Yoshinao Oda, MD, Kyushu University

Discussant：吳保樹 Pao-Shu Wu, MD, MacKay Memorial 

Hospital

Moderator：廣瀬隆則 Takanori Hirose, MD, Hyogo Cancer 

Center

Abstract：60 歳女性、乳がん治療後の患者の舌腫瘍。切除標

本にて、円形～短紡錘形の腫瘍細胞増生あり、免疫染色は

Vimentin, CD99, WT-1 に陽性、サイトケラチン、Desmin, 

myogein, c-kit, DOG1, TEL1, 神経内分泌マーカー , リンパ球

系マーカー , HMB45 陰性。CIC split FISH 陽性、RT-PCR に

て CIC-DUX4 融 合 遺 伝 子 検 出。 診 断 は Undifferentiated 

small round cell sarcoma with CIC-DUX4 fusion gene。文責：

岩崎　健

東京事務局　松原　修

Case 5（T-3）

Submitter：莊依潔 I-Chieh Chuang, MD, 黃玄贏 Hsian-Ying 

Huang, MD, 靳應台 Ying-Tai Jin,, MD, Kaohsiung Chang 

Gung Memorial Hospital

Discussant：湊宏 Hiroshi Minato, MD, Kanazawa Medical 

University

Moderator：靳應台 Ying-Tai Jin,, MD, Taiwan Adventist 

Hospital

Abstract：26 歳女性、鼻閉、鼻出血を認め、鼻腔から篩骨洞

にかけての腫瘍を指摘された。淡明な細胞が胞巣状増殖を示

す腫瘍で、CK7、carbonic anhydrase IX に陽性、CD10 は陰性。

腎 に 腫 瘍 は み ら れ ず、 診 断 は sinonasal renal cell-like 

Japan-Taiwan Conjoint Slide Conference
（Part 2）
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adenocarcinoma。文責：湊　宏

Case 6（J-3）

Submitter：寺本祐記 Yuki Teramoto, MD1, Mitsuhiro 

Tachibana, MD2, Sachiko Minamiguchi, MD1, Hironori Haga, 

MD1, Kyoto University Hospital1, Shimada Municipal 

Hospital2

Discussant：張凱博 Kai-Po Chang, MD China Medical 

University Hospital

Moderator：高橋智 Satoru Takahashi MD, Nagoya City 

University

Abstract：31 歳男性。右腎に 4.5cm 大腫瘍を指摘、経皮的腎

生検と切除術が施行。組織学的、豊富な好酸性コロイド様物

質を内容する濾胞状構造を呈し増殖する腫瘍で、腫瘍細胞核

には核溝や核内細胞質偽封入体が認められた。免疫染色では

TTF-1, thyroglobulin 陰 性 で あ り、thyroid-like follicular 

carcinoma of the kidney と診断した。文責：寺本祐記

Case 7（T-4）

Submitter：潘競成 Chin-Chen Pan, MD, Taipei Veterans 

General Hospital

Discussant：内田克典 Katsunori Uchida, MD, Mie University

Moderator：王約翰 John Wang, MD, China Medical 

University Hospital

Abstract：46 歳男性、右鎖骨病的骨折の精査により左腎腫瘍

が指摘され、根治的腎摘除術が施行された。術後 20 ヶ月経

過し、現在 temsirolimus 投与中である。IHC で fumarate 

hydratase 陰 性。Diagnosis：Fumarate hydratase-deficient 

renal cell carcinoma。文責：内田克典

Case 8（J-4）

Submitter：大石直輝 Naoki Oishi MD, Tetsuo Kondo MD, 

Ryohei Kato MD, University of Yamanashi

Discussant：巫政霖 Cheng-Lin Wu, MD, National Cheng 

Kung University Hospital

Moderator：吉野正 Tadashi Yoshino MD, Okayama 

University

Abstract：86 歳女性。最大径 5.6cm 腹腔内腫瘤を、外科的切

除。組織学的に CD21+, CD35+, D2-40+ の紡錐形細胞の増殖

あり。背景にマントル帯の同心円状配列を示すリンパ濾胞過

形成、硝子化血管増生あり。診断：follicular dendritic cell 

sarcoma, arising in Castleman disease of hyaline vascular 

type。BRAFV600E は陰性であった。文責：大石直輝

Poster Session
P-1. 潘憲棠 Shien-Tung Pan, MD, et al, Miaoli General 

Hospital, Taiwan. Extranodal Follicular Dendritic Cell 

Sarcoma： A Clincopathological Review of 6 Cases from 

Taiwan

P-2. 渡部直樹 Naoki Watanabe, MD, et al., Gifu Municipal 

Hospital, Japan. A Case Report of Multiple Cylindroma

P-3. 小澤享宏 Yukihiro Ozawa, MD, et al., Nagoya University 

Hospital, Japan. Ectopic hamartomatous thymoma：report 

of two cases

P-4. 大出貴士 Takashi Oide, MD, et al., Tokyo Women’s 

Medial UniversityYachiyo Medical Center, Japan. A case of 

mucoepidermoid carcinoma with extensive spindle cell 

differentiation expressing melanocytic markers

P-5. 武藤麻理子 Mariko Muto, MD, et al., The Cancer 

Institute Hospital, Japanese Foundation for Cancer Research, 

Japan. Skene’s gland adenocarcinoma with intestinal 

differentiation： a case report and literature review

P-6. 浦野誠 Makoto Urano, MD, et al., Fujita Health 

University, School of Medicine, Japan. A rare tumor arising 

in tongue root-Cribriform Adenocarcinoma of the Tongue 

（CAT）

P-7. 伊藤秀明 Hideaki Ito, MD, et al., Aichi Medical 

University, Japan. Developing a method to identify 

chromosomal abnormality cells in clinical specimens

P-8. 高原大志 Taishi Takahara, MD, et al., Aichi Medical 
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University Hospital, Japan. Synergistic activity of CARD11 

mutant and BCL6 in the development of diffuse large B cell 

lymphoma in a mouse model

P-9. 佐藤啓Akira Satou, MD., et al., Aichi Medical University 

Hospital, Japan. EBV-positive mucocutaneous ulcer arising 

in a post-hematopoietic cell transplant patient followed by 

polymorphic post-transplant lymphoproliferative disorder 

and cytomegalovirus colitis

P-10. 柴瑛介 Eisuke Shiba, M.D., et al., Department of 

Pathology and Oncology, School of Medicine, University of 

Occupational and Environmental Health, Japan. Molecular 

analyses of“benign”fibrous histiocytoma including its 

worrisome variants

P-11. 李宛珊 Wan-Shan Li, M.D. et al., Department of 

pathology, E-DA Hospital, I-Shou University. Hyalinizing 

Clear Cell Carcinoma of head and neck： report of three 

molecularly confirmed cases exhibiting unique 

histopathology

理事　久岡正典

本カンファレンスにおいて公式（？）イベントの一つとし

て行われるエクスカーションは、両国の交流を一層深め、相

手国の文化や生活習慣などを深く知る上で大きな役割を果た

している。今回は会長の都築先生の特段の計らいにより、隣

接する豊田市にあるトヨタ自動車の本拠地、元町工場に我々

参加者を案内してくれることとなった。この機会に工場見学

をしてみたいという台湾側の意向が運良く反映された形と

なったようだ。

会議前日の 10 月 19 日の午後、チャーターされたリムジン

バスに、台湾側参加者 24 名と日本側 10 名の計 34 名が乗り

込み、名古屋市から 35km ほど離れた豊田市へと向かった。

小 1 時間のバスツアーである。途中都築先生自らがガイド役

となり、慣れた英語で観光案内と共に「トヨタ」の社名の由

来や、大手金融機関との確執の歴史などのエピソードも紹介

してくれ、参加者を飽きさせない心遣いが感じられた。元町

工場では会社専属の若い女性ガイドが同行し、内部を案内し

ながら作業工程を細かく説明してくれたのだが、男性参加者

（私を含め？）の一部は工場内の作業風景にも増して、流暢

な英語を話すアイドル的なその女性ガイドの方に関心を抱い

ていたようである。広大な工場内に入ってまず受けた印象は、

従業員が意外と少ないことだった。見学したのは車の組み立

て作業ラインであったが、「Just in time ！」をモットーとし

た受注生産を基本とする生産方式とのこと。順立て、自動化、

ポカ避け、アンドン板などといった独特の名称と工夫で表さ

れた作業システムにより、レクサスやクラウンなどが無駄な

く着実に出来上がっていく様子が眼前に展開され、2 階に設

けられた見学者用通路から前のめりとなって興味深くライン

を見つめる風景があちこちで見られた。なお、工場内は機密

保持の理由でカメラ撮影が禁止されていたため、工場内の風

景を写真で紹介できないのが残念である。工場見学の後は、

ショールームであるトヨタ会館に移動して展示車などを見て

回った。プリウスをはじめ名だたるトヨタ車の中で、個人的

には水素を燃料とするエコカーの MIRAI に興味があったが、

水素ステーションのいまだ低い普及状況や 700 万円以上の販

売価格といった話に、身近になるのはまだ先の未来のことか

もと感じた。

今回のエクスカーションは通常の学会関連の観光ツアーと

は異なる趣きであり、参加者にとって一段と印象深いものと

なったように思う。工場見学の予約に際して、あまりにも盛

況なために予約解禁の時間と同時に複数のスタッフでネット

での申し込み操作を行ったと聞いた。お手配いただいた都築

先生および愛知医科大学病理診断科のスタッフの方々には頭

の下がる思いであり、この紙面を借りて厚く御礼を申し上げ

たい。

病理診断学術奨励賞は、病理診断領域において優れた英文

論文を発表した若手病理医（40 歳以下）に対して贈られる賞

であり、2016 年（論文は 2015 年発表）は 7 名の応募があり

ました。選考委員会（IAP 日本支部及び日本病理学会、日本

臨床細胞学会からの推薦委員合計 6 名の投票）にて以下の 3

名（50 音順）が選出されました。佐藤　啓先生（愛知医科大

学 病院病理部（現 病理診断科））、谷口恒平先生（広島市立

広島市民病院病理診断科）、冨田さくら先生（東海大学基盤

診療学系病理診断学）。本賞の授賞式は IAP 日本支部主催の

第６回日台合同スライドカンファレンス・
エクスカーション：トヨタ自動車元町工場見学

元町工場の展示車（クラウン、MIRAI）の前で

2016 年 IAP日本支部病理診断学術
奨励賞の選考結果と受賞について
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病理診断講習会（2016 年 11 月 12 日、於：金沢大学宝町（附

属病院・医学部）キャンパス）の休憩時間を利用して行われ

ました。また、本年度から新たに記念トロフィーも贈呈され

ました。日本病理学会、日本臨床細胞学会からの委員の方々

に深謝いたします。

受賞論文

佐藤　啓（愛知医科大学 病院病理部）

Epstein-Barr virus（EBV）-positive sporadic burkitt 

lymphoma：an age-related lymphoproliferative disorder?  

Am J Surg Pathol 2015；39（2）：227-235.

谷口恒平（広島市立広島市民病院 病理診断科）

Frequent MYD88 L265P and CD79B Mutations in Primary 

Breast Diffuse Large B-Cell Lymphoma. Am J Surg Pathol 

2016；40（3）：324-334.

冨田さくら（東海大学 基盤診療学系病理診断学）

Genomic and immunohistochemical profiles of enteropathy-

associated T-cell lymphoma in Japan. Mod Pathol 2015；28

（10）：1286-1296.

IAP日本支部　2017年理事・役員名簿

会長 加藤　良平

 山梨大学医学部人体病理学

前会長 中谷　行雄

 千葉大学大学院医学研究院診断病理学

次期会長 吉野　正

 岡山大学大学院医歯学総合研究科病理学

 （腫瘍病理 / 第二病理）

常任幹事 小田　義直

 九州大学大学院医学研究院形態機能病理

広報担当 森谷　卓也

 川崎医科大学病理学 2

教育担当 長尾　俊孝

 東京医科大学人体病理学

理事 廣瀬　隆則

  神戸大学大学院医学研究科・医学部地域連

携病理学

理事 清川　貴子

 東京慈恵会医科大学病理学講座

理事 久岡　正典

 産業医科大学　第 1 病理学

理事 羽賀　博典

  京都大学医学部附属病院病理診断科・病理

部

理事 都築　豊徳

 愛知医科大学病院病理診断科

理事 三上　芳喜

 熊本大学医学部附属病院病理診断科

会計監事 岩下　明德

 福岡大学筑紫病院病理部

新たに作られた記念トロフィー

授賞式の様子：左から小田常任幹事、加藤会長、
冨田先生（代理の中澤温子先生）、谷口恒平先生、佐藤 啓先生、
石川選考委員長、吉野次期会長

冨田さくら先生

2017 年 IAP日本支部
理事・役員一覧
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広報委員会
委員長 森谷　卓也

副委員長 清川　貴子

委員 久岡　正典

委員 三上　芳喜

教育委員会
委員長 長尾　俊孝

副委員長 久岡　正典

委員 羽賀　博典

委員 廣瀬　隆則

委員 清川　貴子

学術奨励賞選考委員会
委員長 石川　雄一

 （公財）がん研究会がん研究所病理部

副委員長 都築　豊徳

委員 吉野　正

委員 廣瀬　隆則

委員 内藤　善哉

 日本医科大学統御機構診断病理学

外部委員 （日本病理学会から 1 名）

 （日本臨床細胞学会から 1 名）

Award選考委員会
委員長 松原　修

 （公財）がん研究会がん研究所病理部

副委員長 長村　義之

  国際医療福祉大学三田病院病理診断セン

ター

委員 岩崎　宏

 福岡大学

委員 橋本　洋

 ㈱臨床病態医学研究所

委員 清川　貴子

理事指名委員会
委員長 中谷　行雄

副委員長 松原　修

委員 白石　泰三

 桑名市総合医療センター

委員 岩下　明德

委員 森谷　卓也

委員 羽賀　博典

合同会議実行委員会
委員長 伊藤　智雄

  神戸大学医学部附属病院病理部 ･ 病理診断

科

副委員長 都築　豊徳

委員 近藤　哲夫

 山梨大学医学部人体病理学

委員 山元　英崇

 九州大学大学院医学研究院形態機能病理学

委員 山口　浩

 東京医科大学人体病理学分野

委員 南口　早智子

 京都大学医学部附属病院病理診断部

米国交流委員会
委員長 Mari Mino-Kenudson

 Massachusetts General Hospital

委員 木田　正俊

 University of Vermont College of Medicine

委員 大島　喜世子

 Medical College of Wisconsin

委員 原田　秀子

 The University of Alabama at Birmingham

IAP本部
副会長 松原　修

元会長 牛込　新一郎

元副会長 長村　義之

IAP日本支部
福岡事務局 小田　義直

 魚返　有里

 fukuoka.office@iapjapan.org

東京事務局 松原　修

 大谷　茉子

 tokyo.office@iapjapan.org

愛知医科大学病院　病理診断科

都築豊徳

再度 IAP 日本支部理事に選出して頂

き、誠に有り難う御座いました。前回

の理事の任期中には IAP スライドセミ

ナー、日本台湾スライドカンファレン

ス、学術奨励賞選考委員会の担当理事等を担当させて頂きま

した。これまでの 3 年間の経験を元に、従来からの会員の先

生方には新しい知識を得る場所を提供すると同時に若手病理

医の増加させることにより、IAP の更なる活性化を図るよう

努力したいと思います。ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお

願い致します。

新理事のご挨拶と抱負
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熊本大学医学部附属病院病理診断科

三上芳喜

このたび理事として JDIAP の運営

のお手伝いをさせていただくことにな

りました。私は 1990 年に弘前大学を卒

業した後すぐに東北大学病院病理部の

医員・研修医となり、川崎医科大学のシニアレジデントを経

て病理専門医の資格を取得しました。同学で講師となり、

ニューヨーク大学留学を経て復職、東北大学大学院病理形態

学分野にて博士号を取得し、京都大学医学部附属病院病理診

断科に勤務した後、2014 年より現職に就きました。主な専門

領域は病理診断学・細胞診断学全般、婦人科病理学です。

JDIAP との関わりは長く、研修医自体から JDIAP が主催

する数々の講義、スライドセミナーに出席し、2002 年から

2004 年には秋の病理学教育セミナーにおいて講師として前立

腺の病理に関する講義をする機会をいただきました。また、

USCAP にはこれまでほぼ毎年参加しており、恒例の“Japan 

Night”などを通して JDIAP の現・旧理事、その他関係の方々

を含めて諸先輩との交流が続いています。従って、私の病理

医キャリアの中で JDIAP の存在は非常に大きいといえます。

JDIAP のミッションは日本病理学会と歩調を合わせながら、

病理医のための生涯教育の場を提供するとともに、学術の発

展と国際交流の促進をはかることであると私は考えておりま

す。私自身が JDIAP からいただいたものを、さらに大きく

お返しできるよう努力してまいります。

日時：2017 年 3 月 4 -10 日

場所： Henry B. Gonzalez Convention Center, San Antonio, 

TX, USA

参照 URL： www.uscap.org/meetings/detail/2017-annual-

meeting

Japan Night　～立食式パーティ～

日時：2017 年 3 月 7 日（火）、17：30 ～ 19：30

場所：Presidio C, Grand Hyatt San Antonio Hotel 3 階

会費：US60 ドル（US 紙幣のみ）、ドリンクは各自精算

★軽食（Canapé）を用意しています。予約不要です。当日ご

自由にお越しください。皆様のご参加お待ちしております。

日時：2017 年 4 月 24 -27 日

場所：Bali Nusa Dua Convention Center, Bali, Indonesia

参照 URL：http://apiap2017.com

日時：2017 年 11 月 4 日

場所：日本教育会館、東京

会長： 内藤　善哉

（日本医科大学　病理学（統御機構・腫瘍学））

日時：2017 年 12 月 8 -9 日

場所：兵庫県神戸市

会長： 伊藤　智雄

（神戸大学医学部附属病院病理部・病理診断科）

日時：2018 年 3 月 17 -23 日

場所：Vancouver, British Columbia

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所：Amman, Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2019 年

場所：Beijing, China

日時：2020 年

場所：Glasgow, United Kingdom

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

Upcoming Meeting

USCAP 2017 Annual Meeting

第 10 回 APIAP Congress

第 57 回 IAP病理学教育セミナー・
スライドセミナー

第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

USCAP 2018 Annual Meeting

第 32 回 IAP Congress

第 11 回 APIAP Congress

第 33 回 IAP Congress
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IAP Central Vice President（Asia）・東京事務局　松原　修

November 15, 2016

IAP 日本支部特別功労賞（The Special Service Award）

の受賞者である、Moon-Ho Yang 先生の奥様に送った供花に

添えた弔文です。

Moon-Ho Yang

c/o Funeral Home, Kyung Hee University Medical Center

#23 Kyungheedae-ro, Dongdaemun-gu, Seoul 02447, Korea

Dear Mrs. Moon-Ho Yang,

I would like to send my sincere condolences to you and 

the whole family over the passing of your husband, 

Professor Moon-Ho Yang. May his soul rest in peace and 

walk close with God.

He was the greatest pathologist. He built a big bridge 

between Korea and Japan, organized Korean-Japanese 

Conjoint Slide Conference in 1989. Many friends cross the 

bridge over almost 30 years.

My thoughts and prayers are with you.

In deepest sympathy.

Professor Osamu Matsubara

Vice President, IAP Central

Past President, Japanese Division of IAP

牛込新一郎（IAP 元会長）

IAP 日本支部並びに役員の方々にとっても関係の深かった

敬愛するヤン先生が平成 28 年 11 月 12 日亡くなられた。全

く想像しえなかった誠に悲しいお知らせが飛び込み、関係者

は大変驚いた。実は金沢市で開催された病理学会秋期特別総

会の前夜に彼がアダムスストーク症候群にて脳死状態である

ことを知った。誠に青天の霹靂であった。数日後、彼の後継

者である Yong Koo Park 教授からの悲しいメールが飛びこ

んだ。余りにも早すぎたご逝去である。肝臓、腎臓の臓器提

供をされたと聞き、生前からそれを考えてのことであろうし、

改めて先生に一層の敬意をはらった。韓国では死後 3 日後に

葬儀となるので、松原修先生は IAP 関係からの生花を間に合

わせるべく奔走された。ご葬儀への出席は叶わなかったが、

その週末ヤン夫人と長男のジーウンと次男デーフンさんには

ソウルで直接、深甚な弔意を伝えることができた。

思い起こせば、ヤン先生と知己となったのは日韓の病理交

流の話がでて、1988 年 12 月東京ニューオータニホテルにて

初めて出会って以来の長い友人となった。

翌年春、済州島での日韓病理代表者が正式な会談を行い、

その年の 11 月には第 1 回の日韓スライドコンファランスを

東京で開催の運びとなった。今日まで脈々と続けられ、病理

診断学の生涯教育に重要な役割を果たしている。加えて、骨

軟部、肺、腎臓などに分科会、APIAP などは現在の日本支

部スタッフのご指導と熱意により脈々と交流を行い発展させ

て頂いていますが、これらをスタートさせた韓国側の最強の

リーダーはヤン先生といっても過言ではない。

心底から日本を愛し、日本の病理学教授方を次々に招待講

義の機会を用意してくれたヤン先生はお父上が法政大学を卒

業して横浜で官吏となり、彼自身が日本生まれであることが

背景にあったと思われる。

ご承知のように彼は強烈な個性の持ち主で、リーダーシッ

プに優れていた。強引とも思えることはあったが、不思議に

も筆者とは初めから馬が合うというか、終始協し合うことが

でき、日韓病理に大変尽力された方である。

彼は降圧剤と糖尿病薬を服用していたと思われる。とにか

訃報

Moon-Ho Yang 先生のご逝去を悼む

Moon-Ho Yang 先生のご逝去を悼む
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く並外れたハードワーカーであった。朝 7:30 頃，既に職場か

らの電話で起こされ、夜は 10:00 以降でないと自宅にもどっ

ていないのであった。この頑張りすぎも死を早めたのではな

いかと思われる。働きすぎだからといっても、意に介さない

様子であった。どうもバイアスピリンを服用していて、職場

で急に消化管出血をきたし、これがきっかけで一時的心停止

と脳死につながったものと思われる。あまりにも早すぎたご

逝去が誠に残念でならない。

彼と日韓病理交流の懸け橋を共同でできたことは筆者に

とっても幸せであったと言えよう。ご遺族とお会いしたとき

も、ジーウンが現在ソウル大学の大学院生（Earth and 

Environmental Sciences 専攻）なので、もっともっと元気で

いて欲しかった。

最後に、改めて彼の長年にわたるご業績をたたえながら、

ご逝去を心から悼み、ご遺族には深甚な弔意を表します。

彼の強い意志により敷かれた日韓病理学の交流を一層発展

させていくことが残された私共日韓病理関係者の使命とあら

ためて認識し、努力を続けることを祈念してやみません。

（合掌）

岩崎　宏（福岡大学名誉教授）

和やかな温顔とユーモアのある話し方が魅力的な一方、非

常に存在感があり、精力的で押しの強い人というのが、梁先

生の第一印象でした。梁先生のご専門は腎疾患の病理でした

が、骨軟部腫瘍をはじめ、外科病理学一般に造詣が深く、日

韓合同スライドコンファレンスでもあらゆる臓器の疾患につ

いて活発に発言されていました。私が最初に梁先生と知り合

いになったのは、1993 年 11 月 27 日の IAP 日本・韓国合同

スライドコンファレンス（福岡）に参加した際で、梁先生が

最前列に座り、ほとんどすべての演題に対して、大きな声で

質問やコメントを加えられていたのを昨日のように思い出し

ます。専門外の演題でも、核心を突く質問に、演者がたじた

じとなる場面も多くみられ、非常に存在感がありました。か

ねがね故遠城寺宗知教授が「韓国の外科病理のレベルはかな

り高いよ、日本人が下手な発表をすると馬鹿にされるから

ね。」と仰っていましたが、私も梁先生のご活躍を知るにつけ、

成程と納得させられました。先生はまさに韓国を代表する外

科病理学者であったと思います。

1995 年 4 月には福岡大学にお出でいただき、総合研究所主

催 講 演 会 で、Korean Hemorrhagic Fever：Spectrum of 

Hemorrhagic Fever with Renal Syndrome の演題で、ご講演

賜りました。当時日本各地の実験動物施設で流行性出血熱（韓

国型出血熱）が多発し、焦眉の対策を要する状況でしたが、

梁先生の講演は時宜にかなった実践的なもので、多くの質疑

応答があり、大変好評でした。1999 年 8 月には再び福岡大学

にて、Pathology of Renal Allograft Rejection について講演

され、腎病理学分野での先生の博識に感銘を受けました。

先生は IAP をはじめとして多くの国際学会に出席されてい

ましたが、若く美しい奥様と利発なご子息をしばしば同行さ

れていたことを思い出します。先生は日本および日本人に大

変友好的で日韓の病理学交流に多大の貢献をなさいました。

IAP 合同スライドコンファレンスが定着したのも先生のお蔭

と存じます。また、それ以外にも、日本から多くの病理学者

を呼ばれ、多数回の研究会や講演会を開催されました。私も

何度かソウルに招待されたことがありましたが、梁先生は病

理医だけでなく医学生も参加する講演会を企画され、いつも

若い人々の医学教育に熱心に取り組んでいらっしゃいました。

そして、後任の Prof. Yong Koo Park をはじめ、梁先生の薫

陶を受けた大勢の優秀な病理学者が輩出したことは喜ばしい

ことです。

慶熙大学を定年退職後も検査ラボで病理診断と細胞診を活

発に行い、幅広く活動されていました。時に梁先生から難解

な症例について質問を受け、当方にインターネット経由で組

織・細胞画像を送られてくることがありましたが、非常に難

しい組織像を突然見せられて、我々は目を白黒させられたも

のです。しかし先生はご高齢にも拘わらず、画像処理やイン

ターネット関連の技術を一通りマスターされているようで、

その向学心に私は尊敬の念を覚えました。最後に先生にお会

いしたのは、第 13 回日韓合同スライドコンファレンス（2013

年 12 月、別府）でしたが、先生は相変わらずのお元気なご

様子で活発に質問やコメントを加えられていました。しかし

最近はお目にかかることがなく、健康状態を心配していまし

たが、突然の訃報に接し、ご遺族ならびに同門の皆様のお悲

しみは、いかばかりかと拝察いたしますとともに、謹んでご

冥福をお祈り申し上げます。　合掌

2005年、Kyung-Hee大学に招かれ、日本支部の3人がそれぞれ講義を
終えた時の写真。このあと慶州、釜山への家族ぐるみの忘れられない旅
となった。

梁　文浩先生（Prof. Moon-Ho Yang）を
偲んで
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IAP 日本支部元会長　諸星　利男

ヤン先生の訃報に接し、ただ驚き深く動揺しております。

先生との親交の始まりは、10 何年か前の遠城寺先生一門の

宴席であったと記憶しております。中洲の老舗割烹料理店に、

あまりにも大きな荷物と若く美しい奥様を抱えるようにして

着席されたお姿は強烈でした。その荷物の中身は土産の韓国

のりで、私にもおすそ分け下されたその味と、奥様の鈴のよ

うに流暢な日本語は余韻として何時までも残っています。

その後、鈴木会長のもとに沖縄で IAP スライドセミナーが

盛大に開催でき、日韓交流の深化に寄与したのもカウント

パートナーだったヤン先生のお力添えであることを、お手伝

いした一員として実感しました。またこの頃より牛込先生や

鈴木先生に加え私どもにも、学部長をされていた慶熙大学に

おける学生講義の機会を与えて下さいました。すなわち松原

先生、橋本先生、根本先生たちとソールを訪ねるのは秋口の

恒例行事でした。また私が所属しておりました昭和大学の客

員教授にご就任頂きましたので、4 月に講義をお願いするこ

とは春の恒例行事でした。加えて先生の退職記念会や済州島

への記念旅行へご招待、慶州への私どもの教室旅行のご案内

など先生ご夫妻のかいがいしいお気遣いは忘れ得ません。

私が先生をうかがい知れることは直近の 10 余年に直接ご

教授頂いたわずかな範囲でしかありませんが、その範囲から

押しても先生の偉大さは桁外れであり、残念な気持ちでいっ

ぱいです。先生が愛されていた江南の地で奥様とお二人の御

子息が末永くお過ごしなされますよう心よりお祈り申し上げ

ます。

金沢医科大学臨床病理学

日本骨軟部腫瘍研究会（Bone Tumor Club、BTC）代表幹事

野島　孝之

韓国人にはせっかちが多いと言われるが、Yang 先生のせっ

かち（韓国語でパリパリ）は際立っていた。じっとして居れ

ない。すぐ行動に移さないといられない。パリパリという言

葉は Yang 先生から教えてもらった。私達多くの BTC メン

バーは Yang 先生との会話ですぐやろうという意味でパリパ

リ、時にはふざけてパリパリの言葉を多用した。

日韓 BTC の創設は Yang 先生、牛込先生、町並先生たち

の尽力による。第 1 回は 1995 年 2 月にソウルコリアナホテ

ルで行われ、第 2 回は翌年の 11 月、金沢でお世話した。当

左から諸星、Yang、岩崎、根本　慶熙大学招待講演会　2010年

Yang教授夫妻、岩崎、諸星、根本　2010年

Yang先生。教授室にて　1995年

Moon-Ho Yang 先生をしのんで

慶熙大学医学部教授室にて、学部長就任書（？）と共に

パリパリ先生を悼む
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時日韓 IAP スライドカンファレンス（General Pathology）

は別の行事として開催されており、現在の分科会の形式に

なったのは倉敷での第 4 回日韓 BTC（2001 年 11 月）からで

ある。多くの BTC メンバーは両方のカンファレンスに出席

を求められていたので、年中行事として結構辛かった記憶が

ある。

1996 年夏、第 2 回日韓 BTC の打合せと会場の視察のため、

奥さんと息子を連れて金沢に来ると Yang 先生から突然の電

話があった。慌ててホテルの宿泊、大学内での講演会の準備

をしたが、残念ながら Yang 先生の講演内容（HIV か腎炎だっ

たような気がする）を覚えていない。翌日炎天下の猛暑の中、

大粒の汗っかきの Yang 先生たちを兼六園に案内した。暑い

兼六園に飽きた子煩悩な Yang 先生はおもちゃ屋に行きたい

と言いだし、郊外のトイザらスにお連れした。お蔭で金沢を

気に入ってもらい、第 2 回日韓 BTC を無事終えることが出

来ました。

Yang 先生との個人的なお付き合いはこの時が初めてでし

たが、それ以降、会うたびに「ノジマセンセイオゲンキデスカ」

と流暢な日本語で声を掛けていただき、韓国では家内ともど

も食事や旅行のお供をさせていただきました。

韓国病理学会の巨星である Yang 先生の訃報に接し、心か

ら哀悼の意を表します。あの世でもパリパリ先生のままであ

ろうと思いますが、ゆったりと心を休ませてください。

 日本医科大学大学院 統御機構診断病理学 教授 内藤　善哉

淺野伍朗先生は、昭和 38 年に日本医科大学医学部卒業、

国立東京第一病院で研修された後、日本医科大学に戻られ、

第二病理学講座の福士勝成教授の助手に就任されました。病

理学教室では、第一病理の矢島権八教授の両名物教授の御指

導のもとで種々の分野や疾患について病理学を研鑽され、昭

和 58 年に第二病理学講座の主任教授になられました。病理

学の研究では、心筋梗塞などの心血管病変、ハンセン病など

の感染症、アルツハイマー病を中心とした脳の変性疾患など

の病態の解明、さらには創傷治癒や血管新生病としての癌を

含む腫瘍の増殖・進展機構など多岐な分野について多くの業

績をあげられるとともに、多くの大学院生や研究生を指導さ

れました。大学では、学生部長、医学部部長などの要職を勤

められた後、平成 12 年に日本医科大学学長となられ、ご定

年後の平成 15 年からは財団法人博慈会記念総合病院の理事、

高等看護学院の学院長として活躍されていました。数年前か

ら、歩行や嚥下障害などお身体の調子が芳しくない状況のよ

うでしたが、残念ながら、平成 28 年 10 月 9 日の朝（享年 80

歳）、呼吸不全のため帰らぬ人となられました。

淺野先生が、IAP 日本支部と関わられたのは、昭和 50-60

年から平成にかけての時代で、丁度、私が、留学やら派遣や

らで、淺野先生のもとから離れていた時期に当たりますが、

当時、日本病理学会秋期大会は、東京地区で開催されていた

ため、IAP 教育シンポジウムやスライドセミナーも東京を中

心とした東京近辺、特に東京慈恵会医科大学でほとんど開催

されていました。現在は、IAP スライドセミナーは、Web で

の閲覧やハンドアウトと CD の解説や配布となっていますが、

淺野先生が関わられた時代は、東京地区の大学が持ち回りで、

兼六園にてYang家族と野島家族。1996年8月3日。

故淺野伍朗名誉教授を偲んで
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各講師から送付されたブロックを用い受講者のための多くの

標本を作製し、提供する体制をとっていたようです。さらに、

東京慈恵会医科大学での受付や標本の回収、ハンドアウトの

配布なども持ち回りで、担当されていたとのことです。この

ような時代、淺野先生は、昭和 62 年から平成元年まで、IAP

日本支部の理事、平成 2 年から 4 年までは、牛込新一郎先生

の後を引き継がれ教育委員長に就任され、今も IAP の重鎮で

いらっしゃる牛込新一郎先生がたと協力されながら、標本の

作製、手配、ハンドアウトの作製などにあたり IAP 日本支部

の発展のため尽力されました。

このような、IAP 日本支部への功績により、平成 19 年、

IAP 日本支部の功労会員となられています。

先生には、困った時には、常にご相談に乗って頂き、的確

なご教示を頂く、我々にとって非常に心強い師匠・後ろ盾で

したが、一方、先生は、常に生真面目過ぎるほど、ご自身に

は厳しく、かつにこやかに仕事に向われていらっしゃったの

が思い出されます。

我々にとっては、常に温厚で、面倒見の良い聖人君子のよ

うな先生で、また、美術部出身らしく、写真や絵がお好きで、

教授室の植物や教室の近くで遊ぶ鳥などの生き物にも愛情を

かけられる優しい側面も拝見しておりました。

淺野伍朗先生のような医師、病理医、人物にお会い出来ま

したことは、我々、また、私にとっては、掛け替えのない経

験であり、たどり着けない生涯の目標を頂いたものと改めて

感謝申し上げますとともに、是非、天の上では、地上にいら

した時と同じように、にこやかに、そして、少しは、ゆった

りと先生の愛されたサッカー、美術、手品、そして病理など

を先生らしく気真面目に楽しまれる事を願いつつ、こころよ

り御冥福をお祈り申し上げます。

平成 28 年 12 月 13 日

 ・ 2017 年（平成 29 年）会費請求書を郵送しました。昨年よ
り会員区分の設定、会費の改訂が行われております。

▷ 名誉会員・シニア会員の方は会費免除のため請求はありま
せん。

▷ 専門医資格取得されたジュニア会員は、2017 年より一般会
員へ移行して頂きます。お手元の請求金額をお確かめのう
えご納入ください。

 ・ 登録内容が変更になった方は、マイページにて登録変更手
続きをお願いします。マイページの ID・PW が不明な方、
Email アドレスが未登録の方は東京事務局までご連絡くだ
さい。

東京事務局
TEL：050-5274-8683
Email：tokyo.office@iapjapan.org

福岡事務局
TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968
Email：fukuoka.office@iapjapan.org

IAP日本支部会員になろう！
IAP 日本支部会員になると…
1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引

会員 5,000 円／非会員 8,000 円
2． スライドセミナーの会員割引

1 コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円
→病理診断講習会＋スライドセミナー 2 コースを受講す
る場合
会員　入会金・年会費 7,000 円 + 受講料 25,000 円
= 計 32,000 円
非会員　受講料＝ 38,000 円
6,000 円（2 年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読
-Modern Pathology, Laboratory Investigation-
1 冊の年間購読料約$99 ～、年により変動あり

4．支部・本部の会報　News Bulletin
5． スライドセミナー 3 年経過したものを HP 上でハンドアウ

ト公開（来年予定）
6． 国際学会の情報取得

IAP/USCAP/APIAP/AAPIAP/APSMI/ 日韓 ･ 日台合同
スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員 ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―

受
講
料

病理診断講習会
（旧教育シンポジウム）

 5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円

スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました
現会員は一般会員として登録しております。
下記の条件を満たし、ご希望する方は、各会員に変更可能です。
●シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上の希望者
終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除
スライドセミナー受講料は一般会員に準じます
特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）
は無料で受講できます

●ジュニア（若手）会員
申請できる方：病理専門医資格　未保持者

* 会費、受講料の改定は平成 28 年 1 月 1 日から適用します
申請方法：HP の Membership ページ（日本語）にて様式を
ダウンロードし、東京事務局まで E メールにて御申請くださ
い。

広報委員会
委 員 長　森谷卓也
副委員長　清川貴子
委　　員　久岡正典

事務局よりお知らせ


